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経 済論叢 〔京都大学)第157巻 第5・6号,1996年5・6月

米国輸出入銀行の途上国経済

インフラス トラクチュア整備支援政策の展開
o

巾 西 泰 造

1は じ め に

世 界 銀 行 が1994年 度 の 『世界 開 発報 告一 開 発 と イ ンフ ラ ス トラ クチ ュ ア」 で

明 らか に してい る よ う に,多 国 籍企 業 の生 産 活 動 の拡 大 に と もな.って発 展 途.卜

国 の経 済 イ.ンフ ラ ス.トラ クチ ュ ア(経 済 イ ンフ ラ)整 備 は 開 発政 策 の 中心 課 題

に な って い る',。発 展 途.ヒ国 の経 済 イ ン フ ラ の整 備 水準 の低 さ は 多 国 籍 企 業 の

生産 活 動 に と って 制 約 要 因 とな って お り,そ の早 急 な整 備 が 求 め られ て い る。

今 日の ア メ リ カ対 外 援 助 政 策 は1973年 対 外 援 助 法 等 に 定 め ら れ た 「新 路 線

(NewDirection)」 を 基 調 とす る。 同政 策 は 援 助 対 象 国 を低 所 得 国 に特 定 し,

か つ 援 助 プ ロ グ ラ ム を貧 困 者 の 基 本 的 な 生 活 欲 求(BasicHumanNeeds)の

.充 足 へ の 限 定,こ れ を内 容 とす る助。 ア.メリカ は1960年 代 に お～・て は 途 上 国 の

経 済 イ ン フ ラ整 備 支 援 を政 府 開 発援 助 で 行 って きた が,「 新 路 線 」 以 後 この 支

援 を 政府 開 発 援 助 で は な く(表1を 参 照),も っぱ ら公 的輸 出信 用 に よ って 行

うよ うに な った ㌔

1)世 界 銀 行 は1994年 度 の 「世 界 開 発報 告 ∫ で次 の よ うに 述 べ て い る。 「途 上 国が よ り密 接 に 世 界

経 済 に 統 合 さ れ て くる に つれ て イ ンフ ラ ス トラ クチ ュア は 新 た な 需 要 に適 応 しな けれ ば な らな い 。

イ ン フ ラ ス トラ クチ ュア は もはや 経 済 生 活 の 灰 色 の 背 景一 地 下 の 忘 れ られ た 存 在 で ぼ な い 。

イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ニ アは,開 発 に お け る フ ロ ン トで あ りri1心 で あ る」(WorldBank,W.,ld

1)ετr8'o伽翻Rψorf1994,Zψ 僻r聯 瞬forP6酬 ゆ η♂醒,Washington,D.C、:OxfordUniv.

Press,1994,p.12.邦 訳,世 界 銀 行f世 界 開 発 報 告1994,開 発 と イ ン フ ラ ス ト ラ クチ ュ ア上 イー

ス タ ン ・ブ.ッ ク ・サ ー ヴ ィス,1994年.11ペ ー ジ)。

2}川 口 融rア メ リカ の対 外 援 助 政 策 』 ア ジ ア経 済 研 究所,1980年,IOOペ ー ジ。

3}ア メ リ カがODAで 経 済 イ ンフ ラ整 備 を行 って い な い こ と,お よ び そ の経 緯 につ い て は,以 ノ
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表1主 要 先 進 国 の 二 国 間ODAに 占め る

経 済 イ ン7ラ ス トラク チ ャア の シ ェ ア (単位;%)

"月
雪

門
.
.

1975一 ⊥976 .1989 1990 1991 1992

ア メ リ カ 2.3 4.7 2.8 3.5 n.そ1.

日.本 36.6 31.7 .3ユ.5 40.6 27.3

ド イ ツ 17.7 25.8 22.8 23.8 13.3

イ ギ リ ス .3.4 22.7 24.1 29.8 n,a,

フ ラ ン ス 13.O 21.2 16.9 15.7 12.3

DAC平 均 10.2 19.1 14.6 n.a. 20.6.

(注).「1975,1976」 は両年度の平均.

(原出所)DAC統 計⊃..「

(出所1外 務省 『わが国の政府開発援助』.各年度,お よび通産省 「経済協力の現状と問題点

1993年版」,84ページより作成。

.公 的 輸 出 信 用 の 供 与 主 体 は 米 国輸 出 入 銀 行(TheExport-lmportBankof

theUnit.edStates,USEXIM,米 国 輸 銀)で あ る。.米 国 輸 銀 は 公 的 輸 出 信 用 ・

(融資)の 供 与 と米 国民 間銀 行 の 輸 出 信 用 供 与 に対 す る 融 資 保 証,お よ び貿 易

保 険 の引 受 に よ って プ ラ.ントな どの資 本 財 輸 出の 支 持 を行 って い る。 この た め

途 上 国 の 経 済 イ ン フ ラ整 備 支 援 を め ぐる米 国 輸 銀 の 役 割 を分 析す る こ とは ア メ

リカの 途L国 開 発 政策 の性 格 を 明 らか にす る上 で 不 可 欠 の課 題 で あ る と私 ば考

えて い る。

そ こで 本稿 で は1970年 代 以 降 の米 国 輸 銀 の 活動 内容 を分 析 した い 。 まず πで

米 国 輸銀 の与 信 活 動 の意 義 と時 期 ご との特 徴 を あ き らか にす る。 以Fの 叙 述 は

そ れ ぞ れ の時 期 ご との輸 銀 の活 動 を分 析 す る。 ㎜で は1973年 対 外 援 助 法 に よ る

途..ヒ国経 済 イ ンフ ラ整 備 支援 政 策 の転 換 の も とで の米 国 輸 銀 の 融 資 政 策 の 拡 大

を み る。IVで は米 国 輸 銀 が1980年 代 に財 政 状 態 の悪 化 に よ って 融 資 縮 小 を 余儀

な く され た こ と を 分 析 し,Vで1988年 包 括 通 商 法(OmnibusTradeActof

1988)以 後 競 争 力 強 化 の観 点 か ら 再 び 米 国輸 銀 が 与 信 拡 大 に 向 か った こ と と

1990年 代 に行 わ れ た 輸 銀 に 関連 す る諸 改 革 とにつ い て 分 析 す る。

＼下も参照されたい。榎泰邦 「日本の経済協力の現状と課題」'1:十嵐武士編 『日本のODAと 国際

秩序』日本国際問題研究所,1990年,112-114ペ ージ。および神沢止典 『世界経済と開発金融』
ミネルヴァ書房.1994年,205一'207ペ ージ。

門
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11米 国輸銀の与信の意義 と動向

L米 国輸銀の与信の意義

米国輸銀の与信は途上国経済インフデ 整備において次の2つ の意義を持う。
ら　

まず米国政府は途上国経済インフラを途上国に進出す る多国籍企業の生産活動

にとって適合的な水準に整備することを課題にしている。経済インフラはプラ

ン トおよびプロジェク ト建設を中心的構成要素とし,途 上国は.般 にこれらを

先進国から輸入する"。 この際適切な輸入資金調達が必要であ り,先 進国は公

的輸出信用等の公的資金支出を供与 してこれに対処 している%米 国の場合 こ

の輸出信用供与を米国輸銀が行 うが,経 済インフラの早急な整備のために米国

輸銀が与信活動を拡大することが求められる。これが第一の意義である。.

第「に,プ ラント輸出 ・プロジェク ト建設の主体はエンジニアリング資本 ・

国際建設資本等の先進国プラント関連資本である。今日の国際プラント市場は

途 卜国のプラント需要に支えられており,米 国のプラント関連諸資本は途上国'

経済インフ.ラ整備をめぐって激 しく競争 しているη 俵2を 参照)。 これら諸費

4>経 済 インフラ.ストラクチュアとは社 会資本を構成 する.般 的生産条件 と共同消費条件 の うち一

般 的生産条件 をい う。社会資本の概念 および構 成要 素につ いては宮本憲一r社 会資本論」 有斐 閣,

1967年,改 訂版1976年,を 参照,ま た世界銀行 は経 済イ ンフラを 「長期的耐久構造物 ・機材 ・施

設 ・およびそれ らが提供するサー ビス」 と規定 し,そ の具体的対.象として公益事業 〔電力,ガ ス,

通信,給 水等),公 共事業 〔大型 ダム,潅 漑水路の工事,道 路),そ の他の運輸七 クター 〔鉄道,

港湾等)を あげている(WorldBank,'虞`甑,p.12.邦 訳,世 界銀行,前 掲書,11ペ ー ジ)。

5)プ ラ ント輸 出の定義 は,「.1場 の建物 および関連 の生産機械 ・設備の設置な ど,工 場総体 を輸

出す る ことであ る 巨 秋山憲 治 「プラ ン ト貿 易に関す る基礎的 考察」 「法経 論集(経 済 ・経営編

m」 〔愛矢II大学)第99号,19呂2年9月}。 プラン トを用 途 ・形態 別に 見る と,イ ンフラ関連 プラ

ン トと工業関連 プラン トとに分類 され る。 インフラ関連 プラン トは,発 電 プラ ン ト、.電子交換 プ

ラン ト(通 信 プラン ト),港 湾施設,鉱III施 設等で構成 される 〔平川 均 『N正E5一 世.界シ.ステ

ムと開発」 同文館,1992年)。

6)半 川 均,前 掲書,114ペ ー ジ。

7)1プ ラン ト輸出年鑑1990』 重化学工業通信社,1990年 .20～2ア ページ。 ま.た,OECDは 国際

建設 業の競 争.につ いて1993年 に報告 を行 って いる(OECD,Gん 蝕'で∫α如 πq〃 雇 μ5rr'α1且f∫伽.

NeqParis,1993,pp.95-129.).そ れによる と,国 際建設企業 ・エ ンジニア リング企業の活動す る

国際建設1.1∫場は上位25祉 で45%の シェアを占め る。他 方.これ ら上位 のエンジニ アリング企業 ・国

際建 設企業 は日本企業 を除 いて受注の大 きな部分を海外 に依存 している、国際建設市場 ・国際 プ

ラン ト市場 は,先 進国の大エ ンジニア リング企 業,大 建設企 業が激 しく競争 してい る.
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表2エ ン ジニ ア リ ン グ産 業 ・国 際建 設 業 の市 場 シ ェ アお よ び 受 注 構造

① エ ンジ ニ ア リ ング資 本 ・国 際 建 設費 ・ド..L位25社 の

国際 市 場 シ ェ ア 〔単位100万 ドル,%)

Fiatjmpresit

三 菱 重 工 業

熊 谷 組

Brown&Root

Lummus

Ge⑪rgeWimpey

Saipem

伊

日

日

米

米

英

伊

1,441

1.355

1.237

1,190

1,152

1,119

1,088

国際市場 シェア

4.4

4.2

9

4

2

2

2.4

2.2

2.1

2,0

1.9

1,8

1.7

1.5

1.5

1.4

1.4

1.4

青木建設 日 1,063 1.3

Fluor 米 1,047 1.3.

Sp重eBatignolles 仏 1,020 1.3

Bovisint且. 英 975 1.2

Bilfinger&Berger. 西 独 924 .1.2

KaiserEngineer 米 817 1.0

Hoechtief 西 独 810 1.0

Jo融nnou キ プ ロ ス 767 1.0

SGEGroup 仏 765 1.0

総 ド計 25社 36,345 45.5

(沖)1997年 。

(原 出所)EngineeringNew∫ 飽`oπ 云

(出 所)OECD,GJo加 傭 αf`'ηが1π ぬ ∫`㎡4m`∫ 個癖 ε5,Pares,1992,p.100,よ り作 成 。

巽
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② エ ン ジニ ア リ ング資 本 ・国 際 建 設 資 本 上位20社 の

受 注 に お け る 海外 依 存 度1.(単 位:100万 ドル,%)

順位 企 業 名 国籍 受注総額 海外受注額 海外依存度

1 Fluor 米 2ユ,376.0 4,980.0 23.3

.

2 清水建設 日 19,165.0 1,279.0 6.7

3... BeclltelGro叩 米 .18,339.9. 11,030.3 63.4

4 大成建設 日 17,749.7 389.6: 2.2

5 鹿島建設 口 17,683.7 1,029.2 5.8

6 竹中工務店 日 16,264.0! 812.0 5.0

..7 大林組 日 14,634.7 1,247.9 8.5

8 JohnBrown/Davy 英 14,334.D 8,844.0 61.7

9 M.W、KellogC⑪rp. 米 13,127.O 9,786.0 74.5

10 ParsonsCorp. 米 13,100.0 5,000.0 38.2

11 FosterWheeler 米 12,459.0. ll,249.0 90.3

12 Brown&Ro⑪t. 米 12,051.0 7,904.7 65.6

.13 Fieada 仏 .11,310.0 3,483.0 30..8

14 PhilippHoltzman 独 10,572.0 3,806.9 36.O

15 MorrisonKnodsenCorp. 米 9,795.5 864.5 8.8

16 熊 谷 組 、 日 9,127.0 214.0 2.3

17. SEGGroup 仏 8,627.0 3,642.0 42.2

18 フ ジ タ 日 8,360.0 22.6 O.3

19 CRSS 米 7,860.O 3,310,〔} 42.1

20 三菱重工業 日 7,557.0 1,164.0 22.0

(注)1991年 。

(原 出 所)Eη 拠灘8r加 κN鯉 ∫Rθ`or4

(出 所 〕 『現 代 産 業 の 再構 築 」 慶 応 大学 経 済 学 部,1994年,377ペ ー ジ よ り作 成 。

本 に と って 米 国 輸 銀 の 譲 許 性91の 高 い公 的 輸 出信 用 等 の 公 的 資金 支 出 は 最 大 の

競 争 手段 に な る。

経 済 イ ン フ ラの 中心 的構 成 要 素 を なす イ ン フ ラ関連 プ ラ ン トは,ア メ リ カの

輸 出 に と って無 視 で きな い比 重 を持 つ 。OECD統 計 に よ る と,1985年,1990

年 に ア メ リ カの一 般 プ ラ ン ト輸 出額 が 輸 出 総 額 に 占 め る割 合 はそ れ ぞ れ21%,・

8)公 的な支持を受 けた融資が金利 ・償還期限等の点で市中の 般 的な融資 よ り有利であ ることを

指す概念.譲 許性 はOECDの 開発援助委員会(DAC)が 定めた国際基準 〔グラン ト・エ レメ

ン ト:}に よって測定 される。
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26%で あ る。 これ は 各年 の 自動 車 輸 出 額 が しめ る比 率(11%,9%)の2～3

倍 にあ た る。 享た一 般 プ ラ ン ト輸 出 額 に 占め る重 電 機 器,通 信 機 器等 の イ ンフ

ラ関 連 プ ラ ン トの輸 出額 の比 率 は,そ れ ぞ れ31%,32%と 少 なか らぬ 割 合 を 占

めて い る。 さ らに.般 プ ラ ン トか ら鉄 道 車 両,航 空 機 を 除 い た そ の他 一般 プ ラ

ゆ
ン ト(イ.ン フ ラ関連 プ ラ ン トに産 業 機 械 プ ラ ン トを 加 え る)の 輸 出先 を見 る と,

途 上 国 の 占 め る比 率 ぱ,そ れ ぞ れ38%,34%に 達 して い る%し た が.って 米 国

輸 銀 の 与信 活動 に よる経 済 イ ンフ ラ整 備 支 援 は アメ リカ の輸 出拡 大 の意 味 も兼

ね 備 えて い る。

.
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.2.米 国輸銀の与信 活動 とその動 向

米 国輸 銀 は,.ω 資 本 財 輸 出 に対 す る公 的輸 出信 用 の 供 与,〔2)短 期(180日 以

下)・ 中期(181日 以 上5年 以 下)の 貿 易 取 引 へ の 民 間 銀 行融 資 に対 す る保 証,

〔3)貿易 保 険 の付 保 とい う三 つ の 業 務 を 行 って い る。

第 一 に米 国輸 銀 が 供 与 す る公 的.輸出 信 用 とは アメ リカ か ら プ ラ ン トな ど資 本

財 を購 入す る外 国 の買 手 に対 す る固 定 金 利 の 融 資 供 与 で あ る。 米 国輸 銀 は輸 出

品 の価 額 の85%ま で(1993年)を 融 資 す る。 この 融 資 は融 資 額1000万 ドル超,

また は償 還 期 限7年 越 の 取 引 を対 象 に す る。

第二 に保 証 業 務 は,民 間銀 行 お よび 民 間 貿 易 金融 株 式 会社(PEFCO)が

外 国 の 買 手 に対 して 融 資 を行 った 場 合,そ の償 還 の保 証 を行 う.L%米 国 輸 銀 は

民 間 銀行 の 融資 が 受 け る商 業 リス ク ・政 治 リス クな どほ ぼ全 て の償 還 リス ク を

カバ ー し,外 国 買手 が 債 務 不 履 行 を 起 こ した場 合 に 融資 にか か わ る元 本 全 部 と

利 子 の ほ とん どを支 払 う。

9}通 産省 『プラント輸出の現状と展望1967年 劇 重化学主業通信社,248～256ペ ージ、および
・ 『プラン ト輸出年鑑1993年 版』重化学工業通信社,錦8-370ペ ージ。OECD統 計の項目分類

(STlC分 類)で は,一 般プラントは,鉄 道車両,航 空機,そ の他一般プラントからなる。そ

の他一般プラン.トは,原 動機,.農業機械,金 属加工機械,繊 維機械,産 業機械,重 電機器,送 配

電設備,通 信機器、鉄横物からなる。

10〕PEFG(,は46の 商業銀行,6つ の製造業企業,1つ の投資銀行によって所有された民間企業
・ であり{1990年) 、1970年4月 に設立され,市 中銀行融資 〔短期)と 輸銀融資(長 期1の 聞の中

期融資を行 う,
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第 三 に保 険 業 務 は対 外 信 用 保 険協 会.(FCIA)を 代 理 人 と レて行 わ れ,F

CIAの 引 き受 けた全 て の 政治 的 ・商 業 的 リス ク を再保 険す るu,。

米 国 輸 銀 は 次 の3つ の財 源 に よ っ て資 金 調 達 して い る。 第 一 は輸 銀 法 に基 づ

く資 本 金 と準 備 金 の 毎 年 度 の 繰 越 し,第 二 は連 邦 信 用 銀 行(FederalFinanc・

ingBank,FFB)か ら四 半期 毎 の 市 場 金 利 に よ る 長 期借 入 れ,第 三 は 金 利 ・手

数 料 ・返 済 元 本 か らな る収 益 で あ る。 米 国輸 銀 は歳 出 予 算 の割 当 を受 け ない が,

輸 銀 の年 度 与 信 枠 は歳 出 の扱 い で毎 年 度 議 会 で 承 認 され な けれ ば な らず,ま た

融 資 につ い て は返 済 が なさ れ るに もか か わ らず 財 政 支 出 と見 な さ れ る。 これ が

後 述 の融 資 縮 小 の 原 因 にな る こ とを指 摘 して お こ う。

表3は.1970年 以 降 の 米 国 輸 銀 に よ る与 信 の推 移 で あ る。 これ を 見 る とユ97⑪年

代 以 降 の米 国 輸 銀 の与 信 活 動 は 次 の3つ の時 期 に分 け る こ とが で き る。第 一 期

は.1971年 の輸 出拡 大 金 融 法 の 成 立 か ら1980年 まで で あ り,米 国 輸 銀 は大 幅 な与

信 拡 大 を 行 って い る。 こ の 間 に 米 国 輸 銀 の与 信 規 模 は39億6.800万 ドル(970

年)か ら126億900万 ドル(1980年)へ ほ ぼ3倍 に増 大 した 。.与信 規 模 の拡 大 を

もた ら した最 大 の要 因 は融 資 額 の増 加で あ る。

第 二期 は1981年 か ら1987年 まで で あ り.,米 国輸 銀 の与 信 承 諾 規 模 は 縮小 した。

そ れ に よ り米 国輸 銀 の与 信 承 諾 規模 は1981年 の125億8,400万 ドルか ら1987年 の

86億2.650万 ドルまで 縮 小 し,1988年 に は64億2、750万 ドル と,[981年 の ほ ぼ半

分 に ま で縮 小 した。 こ の縮 小 は融 資 の 縮 小 に よ る とこ ろが 大 き く.,1981年 に54

億3,10⑪ 万 ドルで あ った融 資 規 模 は1987年 に.6億7,700万 ド)レと.ほぼ8分 の1に

縮小 して い る 。

第 三期 は1988年 以 後 で あ り,米 国 政 府 の輸 出競 争 力 強 化 政 策 の下 で 米 国輸 銀

の 活 動 は 再 拡 大 して い る。 こ の 間 に米 国 輸 銀 の与 信 承 諾 規 模 は1988年 の64億

2,750万 ドルか ら1992年 の1231f3,770万 ドルへ ほ ぼ 倍増 した。 た だ し,こ の 間 も

融資 承 諾 額 は低迷 して お り,1992年 の 融 資 は8億1,650万 ドルに とどま って い る。.

U)米 国輸銀は1992年 の業務再編成 にあた りFCIAを 代理 人 とすることをやめ,.米 国輸銀 自身が

公 的貿 易保険を 手 に引き受 け'るようにな った。
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表3米 国輸 出 入銀 行 業 務 実 績 〔承 諾 ベ ー ス){単 位:100万 ドル)

年.度 1970 1971 19ア2 1973 1974 王975 1976 T,Q,

融 資

保 証

保 険

2208.8コ

612.5

1146.8
脚

2,362.1

1,419.6

1,614.8

3824.6,

1,743.4

2202.3
,

4053.51

1988.O,

2,472.8

4,904.6

1,593.6

2,601.3

3,812.6

1,573.5

2,928.8

3,488.8

1,661.2

3469.9コ

448.2

272.3

730.5

合 計 3968.1

一.

F 5,396.5 7,230.3 8514.31 9,09駐.5 8314.9, 8,619.9 1,451.0

年 度 19ア7 1978

....

〒.

1979 1980 1981 工982 1983 1994

融 資

保 証

保 険

1,220.6,

1.02.0.7,

3358.3「

3424.6「

589.4

3362.4,

4,474.9

907.9

4,108.4

4577.8
,

2,509.7

5,521.7,

5,430.91

151ヨ.21

5,910.OI

3,516.3

ア27.0

5,104.7

844.9

1,740.6
,

6783.7,

1,465.0

1,333.2
1

5817.61

合 計 5,599.6 7、37日,4 9,491.2:12,609,2 12584.1幽 9348.D, 9396.2, 8.6/5.8,

.年 度 1985

一..一."

1986 一.一1987 1988 1989 1990 1991 .1992

融.資

保 証

保 険

659.4

1,320.1

6529.5「

5.77.4

1127.9冒

4379.9,

598.9

1505.5,

6444.0,

692.9

601.0

5133.6,

718.8

1,292.2

4,344.9

614.1

3332.7,

4,841.主,

776.2

6,034.2

4,533.5.

816.5

7301.0,

42202.2冒

合 計 8509,D1 6,085.2, 86呂6.51 6,42ア.5 6,355.9 8787.9, 11.363.912,337.7…

. 一

(出所)USEXIM・ 知 川副R8戸 ・鳩varL。Usyears,よ り作成。

そ こで 次 第 以 降,そ れ ぞ れ の 時 期 に お け る 米 国 輸 銀 の 活 動 の 内 容 を 分 析 し よ う。

1111970年 代 の 米 国輸 銀 融 資 拡 大.

第.期.(1971年 一198⑪年)は 積 極 的 与信 拡 大期 で あ る。 米 国輸 銀 は1970年 代

を 通 じて の 米 国貿 易 赤 字 の悪 化 の 中で 貿 易 収 支 改善 の た め の機 関 と して 業務 展

開 を 行 った 。与 信 限度 も1971年 に135億 ドルか ら200億 ドルへ 引 き上 げ られ た の

に 続 い て ユ975年 ・1978年 と輸 銀 法 改 正 の た び に 引 き上 げ られ ,1978年 に400億

ドル の 与信 枠 を保 持 す る に至 った 。

この 輸銀 の与 信 拡 大 は融 資 の 拡 大 を 中心 と して い た。 融 資 額 増 加 は プ ラ ン ト

輸 出 を め ぐる先 進 国 間の 輸 出 信 用 競 争.のも とで 米 国輸 銀 が 自国 プ ラ ン ト関連 資

本 の輸 出活 動 に.たい す る支 援 を強 め た こ とに よ る。1971年8月 の輸 出拡 大 金 融

法(ExportEnhancementActof1971)は,米 国輸 銀 が ア メ リカ の輸 出業 者 に

.
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対 し外 国 の 輸 出 者 と十 分 競 争 し うる条 件 の融 資 を 行 う こ とを義 務 づ け てい る。.

続 い て1978年 改 正輸 銀法 は他 国 の ミ ック ス ド ・ク レジ ッ ト(混 合 借 款)な ど

の 「略 奪 的(predatory)」 輸 出 信 用 慣 行 お よ び輸 出補 助 金 制 度 の 廃 止 をめ ざす

国際 交 渉 の 実 施 を求 め たが,同 時 に他 の 先 進 国 が この よ うな輸 出支 持 を行 った

場 合 米 国輸 銀 が 対 抗 的 な条 件 で 輸 出支 持 措 置 を行 う こ とが で きる と しだ2)。 改

正 輸 銀 法 に基 づ い て米 国輸 銀 は積 極 的 にマ ッチ ング政 策(対 抗 的信 用 条 件 の提

示)を 行 った 。.

ユ970代 の 先 進 国 の長 期 不 況 の下 で ア メ.リカは 途 上 国 プ ラ ン ト市 場 を巡 って

他 の先 進 国 とは げ し く輸 出競 争 を繰 り広 げ て い た 。 米 国 輸銀 は米 国 プ ラ ン ト関

連 資 本 の 競 争優 位 を支 え る ため に積 極 的 な融 資 拡 大 を 行 った ので あ る。.

IV1980年 代 に お け る米 国 輸銀 融 資 の縮 小

.第二期(1981年 一ユ987年).には米国輸銀の与信活動は全体として縮小してい

る。与信活動の縮小の直接の要因は連年の業務収支の赤字に起因する財政状態

の悪化であった。ユ982年以降輸銀の業務収支は赤字に転落し,収 益計上年の収

益積立である準備金を取 り崩 している(表4を 参照}。

財政状態の悪化をもたらしたのは次の三つの事情である。第...は70年代末の

各国の輸出信用競争の下で輸銀融資金利が逆鞘になったことである。1978年 以

降アメリカが高金利 ドにあったにもかかわらず米国輸銀は貸付金利を据置いて

輸出支持にあたった。このためFFBか らの調達金利 と米国輸銀の貸付金利と

の間に逆鞘が発生 し,1980年3月 には貸出金利と調達金利に相当するとされる.

長期金利(米 国債10年 もの利回 り)と の格差は最大で4%に 達 している。第二

は80年代に入ると発展途上国の累積債務危機が発生したために保険 ・.保証の執

行 ・支払が急増 したことである。第三にレーガン政権下の減税 ・軍拡政策のた

めに米国連邦財政赤字が拡大 し,財 政支出と見なされる融資は財政赤字削減の

12)高 地康郎 「米国輸 出人銀行 の最 近 における活動状 況」 『海 外投資研究 所報」 第5巻 第11号,

1979年1〔}月,73ペ ージU
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表4米 国輸出入銀行の財 政状態 (単 位:100万 ドル)

年 度 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986

払 込 済 資 本 金

FFB借 入 金

準 備 金

1,000.0

.10,066.9

2,187.4

1,000.D

12,409.3

2,199.5

1,000.0

13,953.9

2,039.7

11000.0

141675.9

1,792.4

1,000.oi

15,689.8

1,449.8

1,000.0

15,409.0

1,105.6

1,000.0

14,268.4

772.7

利.予 収 入

利 子 外 収 入

利.子 支 払

.引 当 金 ・

行政費等その他支出

損 益

927.9

61.4

844.4

35.2

109.7

1,123.4

72.0

1,163.4

19.9

.12.1

1,278.1

118.6

1,479.0

77.5

-159 .8

1,348.4

75.3

1,624.4

46.6

-247 .3

1,477.7

56.2

1,745.6

153.9

-342 .6

1,502.3

61.4

1,呂28.3

113.O

-344 .2

1,429.D

55」

1,775.8

35.5

-332 .9

年 度 1987 1988 1988re 1989 199⑪ 1991 1992

払 込 済 資 本 金

FFB借 入 金

準 備.金

1,000.0

12,463.5

311.8

1,000.0

10,957.6

… _116 .4

1,000.0

10195ア.6

-3
,350.0

1,000.0

10,983.6

-4,564.4

LDO⑪.0

77,339.8

-5,413.2

1,000.0

11,262.8

-7 ,450.7

1,000.0

7,81D.6

-4227 .7

利.子 収 入

利 子 外 収 入

利 子 支 払

引 当 金

行政費等その他支出

損 益

1,615.5

-1 .5

-460 .9

1,219.3…847,5

48.8167.8

.1,360.4

18.7

-428 .2

84ア.5

6ア.8

1,360.4

389.0

13.8

-847
.9

559.2

62.B

1,272.2

962.1

364.4

…一1,958.7

511.6

612

1,232.4

164.7

65.6

-889 .9

6B8.9

76.6

生ユ67.8

481.5

39.7

-923 .5

552.4

83.4

948.9

360.2

46.3

-716.6

(注)1989年 度より会計方針を変更している。「1988"」は,1988年 度にも新会計方針を適用し

て計算したもの。

(出所)USEXIM,AnnualKeporAvariousyears,よ り作成。

観 点 か ら も制 約 を 受 け る こ とに な っ た。.

この状 況 の も とで1981年 に ド.レー バ ー輸 銀 総 裁 は採 算 面 お よび予 算 面 の配 慮

を した後,融 資 縮 小 を 内 容 とす る新 融 資 方 針 を発 表 した 。 新 方 針 は1970年 代 の

採 算 を度 外 視 した 融 資 を 改 め て 案件 ご とに融 資 の必 要 性 を よ り慎 重 に考 慮 す る,

ま た途 ヒ国へ の 民 間 資 金 動 員 の 必 要 を も考 慮 して民 間銀 行 融 資 の保 証 の拡 大 を

行 う,と して い た'%

13)「 米国輸出入銀行の融資条件改訂について」「海外投資研究所報』 第7巻 第8号,1981年S月,

22-23ペ ージG
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米国輸銀の健全な運営を要平する政府 ・米国輸銀サイ ドに対 して,プ ラン ト

関連資本とその要求を代弁する連邦議会は輸出競争力強化を望み融資縮小に反

対 した。1983年 の輸銀法改正に際 して,議 会は関連業界の要求を改正法に盛 り

込み,米 国輸銀が外国の輸出信用と完全に競争ロ∫能な融資を供与すること,輸

銀がマ ッチングに対応 しうる信用条件の融資をスムーズに供与すること,さ ら

に他国が混合借款を使用 した場合それに報復を行う目的の混合借款プログラム

を輸銀が米国国際開発庁(USAID)と 協力 して設定すること,等 を定めた。

しか し改正法の規定にもかかわらず米国輸銀は採算重視 ・融資縮小を改めな

か った。政府 ・米国輸銀とプラン ト関連資本 ・議会とは1986年 度連邦政府予算

案における米国輸銀の融資全廃提案をめぐって衝突した。同予算案は輸銀融資

を廃【hし,そ の代替措置として,民 間銀行が供与する米国輸銀保証付き固定金

利輸出信用に対 して民間銀行の資金調達金利 と輸出信用貸出金利との差を利子

補給する制度(lnterMatchingProgram>を 提案していた。しかしプラン ト関

連資本は民間銀行の融資だけでは融資量が限られアメリカの輸出競争力を低下

させるとして反対 したLり。結局融資廃止案はこの反対を反映した議会が受け入

れず廃案になった6

逆に米国輸銀 と財務省とが協力 して行 う混.合借款 プロ.グうムが 「軍資金

(WarChest)」 として1985年9月 に導入され1987年 から運用されている。 これ

.は1983年 の改正輸銀法が盛 り込んでいた対抗措置目的の混合借款が実現 したも

のである。

V輸 銀与信再拡大と財政改革

1.輸 銀保証拡大 とプラン ト産業の融資拡大要求

第 三期(1988年 一92年)に は米 国 輸銀 の 与 信 承 諾 規 模 は1988年 の64億2,750

万 ドルか らユ992年 の123億3,770万 ドルへ とほ ぼ倍 増 した。 米 国 輸 銀 の 与信 が再

14)高 地康 郎 「米国輸 出.入銀行 の最近 にお ける活動状況」 『海外投 資研 究所輔 第11巻 第12号 ,

1985年12月,36ペ ージ.
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び 拡 大 した 理 由 は米 国政 府 が 輪 出 競 争 力 強 化 政 策 を取 った た めで あ る。

1988年 の 包 括 通 商 法(OmnibusTradeActof1988)は 米 国 輸 銀 に主 要 国 の

タ イ ド ・エ イ ド ・ク レジ ッ ト(紐 付援 助信 用)に 関 す る報 告 を議 会 へ 行 う こ と

を 義務 づ け た。1989年5月 に米 国 輸 銀 は ア メ リ カが他 国 の タイ ド ・エ イ ド ・ク

レジ ッ トの た め に年 間4～8億 ドル の市 場 を失 っで い る とい う報 告 を議 会 へ

行 って い る1訂。 これ を受 け て米 国議 会 は開発 援 助 資 金 を ア メ リカ の輸 出競 争 力

強 化 手 段 と して使 う こ とを承 認 し,1990年5月 に米 国輸 銀 はUSAIDと の 間

に混 合 借 款 目的 の基 金5億 ドル を設 定 し1990年 に フ ィリ ピ ンへ,1991年 に パ キ

ス タ ン,イ ン ドネ シア,タ イ へ 向 け て混 合 借 款 を供 与 した16㌔

た だ し第3期 の 与信 規模 の拡 大 は主 と して民 間銀 行 の 中長 期 輸 出信 用 に対 す

る保 証 の 拡 大 に よ る もの で あ り,米 国輸 銀 は融 資 承 諾 を低 い 水 準 に抑 制 して い

る。

保 証 は1988年 の6億100万 ドルか ら1992年 の73億100万 ドルへ と12倍 にな って

い る。 こ の拡 大 は第 一 に途 上 国 イ ン フ ラ需 要 の拡 大 な ど 国際 プ ラ ン ト市 場 が 回

復 した こ と(表5を 参 照),第 二 に米 国 長 期 金利 が相 対 的 に低 下 した 下 で 民 間

銀 行 が 輸 出信 用 を供 与 す る条 件 を1[1復 した.こと,第rにOECD輸 出信 用 ア レ

ン ジ メ ン トに よ る国 際 規 制 が 整 備 され 民 間 銀行 が 輸 出信 用 の供 与 条 件 に お け る

破 壊 的競 争 を強 い られ な くな った た め で あ っだ%

米 国輸 銀 が融 資 額 の拡 大 に消 極 的 な 理 由 は 融 資 が 公 的 資金 支 出 とみ な され る

た め で あ る。公 的資 金 支 出 を抑 制 しよ う とす る輸 銀 の 態 度 は 「軍資 金 」 の運 用

に も現 れ て い る。 「軍 資 金 」 は他 国 の タイ ド ・エ イ ド ・ク レ ジ ッ トに報 復 す る

日的 で1987年 か ら運.用され,.ア ジアお よび 北 ア フ リカの イ ン フ ラ事業 に 向 け て

逮
雪
.
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ユ5)USEXIM,Erp・ 〃 一ReporttoC・ngressonTiedAidCreditPrncrice5Wa・hig帆

US〔:Y〔),1989.

16)U.S.GcncralAccリ ヒlntingく)冊ce(USGAO),ErpanFinance:TheRole`プ.theU.S.

F-p`inImportBo.rrk,Washington.D.C.,1992,PP.4649.

17〕 恥 忽 π8胴 η8N6ω5Rθ`ord,McGraw-Hill,variousissues.「 プ ラ ン ト翰 出 年 鑑 』1990年 一1994

年 版,重 化 学 工 業 通 信 社 。
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表5世 界 の プ ラ ン ト市 場 別 動 向 上段:需 要額(億 ドル〉 下段=構 成比 傷)

一....一.

中近東 ア ジ ア ア7リ カ 巾南米 北 米 欧 州 合 計

1985 216 178 153 66 102 100 816

26.5 21.8 18.8 8.1 12.5 i12.3 100.口
俺..

ゆ1986 1日1 173 131 52 ユ04 119 739

z1.8 23.4 ユ7.7 7.0 14.0 16.1 100.0

1987 134 155 90 74 1】5 172 7ヨ9

18.1. 21.O 12.2 10.0 15.5 23.2 .loo.0

1988
174 205 101 75 192 194 941

18.5 21.8 10.7 8.0 20.4 20.6 100.0

.1989
】78 245 143 76 227 254 1126

15.8 21.8 12.7 ε.7 20.2 躍.6 10⑪.0

....

199〔}
199 271 】52 58 217 305 1,203

16.5 22.5 ユ2.6 4.8 18.0 25.3 100.0

1991 293 345 217 147 190 328 1520,

19.3 22.7 14.3 9.7 ユ2.5 2166 100.0

1992
281 426 145 137 131 344 ユ,465

19.2 29.1 9.9 9.4 8.9 23.5 100.D

(注)対 象は,プ ラントおよびr.4,建設プロジェクトで契約者が海外で受注したもの。

(原出所)「ENRト ップ認5インターナショナル ・コントラクター海外受注高」 より作成。

(E岬 ・碗 ・gN伽 ・Xxord1992,A,・gust24、)

(出所)「 プラント輸出年鑑1994年 版』重化学工業通信社,8ペ ー.弓㌔

集 中 的 に使 用 され て い るL鴨 しか し米 国 輸 銀 は 「軍 資 金 」 の 運 用 を ご く限 定 的

に 行 」・,毎 年 度 の 予算 授 権 枠1億5,000万 ドル を使 い 切 っ た の は1991年 度 だ け

(1億4,500万 ドル を拠 出)で あ っ た(表6を 参 照)。 米 国 輸 銀 と財 務 省 は タ イ

ド ・エ イ ドの使 用 は発 展 途 上 国 へ の資 金 配分 を 高所 得 国 お よ び資 本 集 約 的 な イ

ンフ ラ事 業 今 歪 曲 させ る と中張 して い るL脚。

米 国 輸 銀 と財務 省 は保 証 業 務 を通 じて 自国 プ ラ ン ト輸 出 の 拡 大 を促 進 しよ う

と して い るの に対 して,プ ラ ン ト関連 資 本 は米 国輸 銀 の 積 極 的 な 融 資 の 拡 大 を

18>USGAO,ゆ`ゴ 乙,p.6.

19)1ゐ ゴ記,P.47.
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表6WarChestの 運 用 実 籟 (単位:1W万 ドル}

年度 仕 向 国 プ ロ ジ ェ ク ト ・ 輸出価額1' WarChest
USAID

の贈与

1987 ガ ボ ン 衛星通信地..h局 21.2 こ5.3

ガ ボ ン セルラー電話 システム 8.5
'2

.1

ブ ラ ジ ル 医療施設 .35.0
　

1,呂 ・7

ブ ラ ジ ル 空港管制機器 52.6 13.2

イ ン ド ガ ス ・ター ビ ン 27.D .B.B

タ イ 資本財 100.0 40.0

小計 244.3 78.1

玉988 ヨ ル ダ ン 発電機 18.3 5.5

ア ル ジ ェ リ ア 通信施設 16.σ 2.1

小計 34.3 7.6

ユ989 〔なし〉 o.o o.D

1990 中華人民共和国 地下鉄工事 プロジェク ト 23.2 10.4
」

ウ ル グ ア イ 電力 プロジェク ト 55.2 19.3

:

モ ロ ッ コ 航空管制装置 24.7 9.9

フ ィ リ ピ ン タ イ ド ・エ イ ド ・ラ イ ンD 1皇5.0 13.8 30.0

小計 228.1 5串.4

1991 .イ ン ドネ ジ ァ タ イ ド ・エ イ ド ・ライ ン2獅 127.7 56.2

タ イ 2タ イ ド ・エ イ ド ・ライ ンヨP 127.7 43.7

パ キ ス タ ン !タ イ ド ・エ イ ド ・ライ ン4P 135.0 46.0

パ プ ア ・ニ ュー ギ ニ ア 衛星通信地上局 3.1 Ll

パ プ ア ・ニ ュー ギ ニ ア 衛生関連施設 13.5 .4.7

イ ン ドネ シ ア 通信施.設 60.0 i7,0 12.0

モ ー リ.シ ャ ス 建設機械 5.口 1.8

パ キ ス タ ン デジタル式交換機 45.0 15.8

パ キ ス タ ン 衛生関連施設 15.0 5.2

小計.. 532.0 145.5

1992 チ.、 ニ ジ ア 航空管制装置. 12.3 5..1

小計 12.3 5.1

総計 1,051.D …29呂.7 88.0

(注)1)tf本.財 輸 入 一 般 。

2}お よ びの 通 信 ・建 設 ・電 力 ・運 輸 関 係 の資 本 財.輸.人。

幻 通 信 施 設.

(出 所)GAO,EspmtFinance,TheRoleoftheExpon-lmponBunk,1992,PP.48-49,よ り作 成 。
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求 あ て お り,「 軍 資 金 」 にた い して もそ.の運 用 が 限 定 的 で あ る た め ア メ リカの

競 争 力 強 化 に役 立 た ない と してい る鋤、 米 国 会 計 検 査 院(GAO).の レポ恥 ト

に よれ ば アメ リカ の輸 出業 者 は米 国 政 府 が 開 発 援助 資金 を採 算 性 の とれ る キ ャ

ピ タ ル ・プ ロ ジ.エク トに投 下 す る こ.とを求 め て お り,そ の 際特 に イ ンフ ラ ・セ

や　

クターに重点を置 くべ きであるとしている。すなわちアメリカが途上国のイン.

フラ ・セクターに機材 を供給できればアメリカは機材の交換,部 品の交換,

サービス面で途上国か ら追加的な需要が得られる,と いうのである2%

.このように米国輸銀による融資供与が限界づけられる下で,輸 銀の与信活動

は途上国経済インフラ市場での競争優位の実現をめざす米国プラント関連資本

の要求と衝突しながら展開している。

「

2,米 国輸銀の財政改革

こ の事 態 に対 して 米 国 政 府 は米 国輸 銀 の財 政 破綻 を処 理 レ,か つ効 果 的 な輸

出支 持 を行 う体 制 の 整 備 を 進 め て い る。 具体 的 に は それ は1990年 連 邦 信 用改 革

法 下 の財 政 改 革 と1992年 輸 出 強 化法 に よ る連 邦 輸 出支 持 プ ロ グ ラ ムの 再編 と し

て現 れ てい る。

まず 財 政 改 革 につ い て 見 よ う。 米 国輸 銀 の業 務 収 支 の赤 字 はユ992年 まで 改 善

され ず ゴ1988年 に は米 国 輸 銀 は準 備 金 を すべ て取 り崩 して 累積 赤 字 を発 生 さ せ,

1991年 に は 資 本 金 を除 い た米 国 輸銀 の 累 積 赤 字 は74億5,070万 ドル に達 して い

た。

輸 銀 の財 政 破 綻 は、 調 達 金 利 と貸 出 金 利 との 間 に逆 鞘 が 発生 した こ と と,与

信 事 故 に よ る融 資 損 失 お よ び保 証 ・保 険 支 払 の増 大 とを二 大 要 因 と して いた 。

これ に対 応 して,米 国輸 銀 は1992年 度 か ら1990年 連 邦 信 用 改 革 法(TheFeder..

alCreditReformActof199⑪)の 適 用 を受 け,以 下 の 二 つ の措 置 を取 った。

第 一は 金利 逆 鞘 か ら生 じた米 国輸 銀 の 累 積 債 務 に対 して 歳 出予 算 を充 当 し,

2① 乃 認

2})∫ ～曜4,P.46.
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これ を償 却 す る こ とで あ る。.1992年 度 に は この措 置 の も とで,1991年10.月1日

以 前 の 与 信 に閣 連 す る.コス トで1992年 度 中 に満 期 に な る連 邦 信 用 銀 行(FF

B)か らの借 入金 に対 し,歳 出 予 算32億9450万 ドル が 支 出 され た。

第 二 に米 国輸 銀 はユ992年 度 以 降 の ワ・.信内 容 につ い て議 会 の管 理 を受 け重 大 な

ρ

与信 事 故 に よ る損 失 の増 大 を回 避 す る措 置 を取 った 。

連 邦 信 用 改 革 法 は連 邦 信 用 プ ロ グ ラ ムか ら生 ず る コス ト(与 信 リス クお よび

プ ロ グ ラム運 営 に必 要 な行 政 費}を 予 め算 定 す る こ と,プ ロ グ ラ ム に対 す る予

算 支 出が 算 定 コ ス トを内 包 す る こ と,ワ 信 事故 が 生 じた場 合 に受 信 者 に対 す る

支 払 が 支 出 され た 予 算 の 枠 内 で行 う こ とを定 め てい.る。 米 国 輸 銀 の 与 信 につ い

て見 る と,ま ず 米 国 議 会 が与 信 に先 立 って.与信 案 件 につ い て コ ス ト推 計 を 行 う。

議 会 が 推 計 コ ス トを カバ ー した 歳 出予 算 を承 認 した時 に,米 国 輸 銀 は は じめ て

与 信 枠 を定 め る こ とが で き る.。

例 えば 同 じ1億 ドルが予 算 授 権 枠 と して認 め られ た と して もパ イ ・リ ス クな

国 に は2億 ドル まで しか 与信 で きな い。 これ に対 して ロー ・リス クな 国 に は ユ0

億 ドルまで 与 信 で きるz"01992年 度 につ い て見 る と この コ ス ト補.墳分 と して6

億4100万 ドルが 歳llllされ た。

以.ヒの2つ の措 置 に よ って米 国輸 銀 の 累積 債 務 は1991年 度 の74億5070万 ドル

か ら1992年 度 の42億7770万 ドル まで 減 少 しだ3}。.同措 置 は米 国輸 銀 を財 政 破 綻.

か ら救 済 し積極 的 融資 政 策 の遂 行 を制 約 す る要 因 を除 去 した 。

た だ し連 邦信 用改 革 法 は1980年 代 末 の.S&L(貯 蓄 貸 付 組 合)の 救 済 を 主 目

的 と した法 律 で あ り,同 法 の下 で 米 国 輸 銀 の とった 措 置 は 直 接 に 輸 出 支持 を拡

大 す るた め の措 置 で は なか った。GAOの レポ ー トは 米 国 輸 銀 の 諸措 置 が輸 銀

プ ロ グ ラ ムの発 動 に お い て輸 出者 の需.要を よ り直 接 反 映 す る 仕 組 み を持 っ て い.

ない,と 批 判 して い る㌦ また 同 据 置 はハ イ ・リ ス クの 与 信 に規 制 をか け る た

22)1西'6直,P.50.

23〕U.S.FXIM,AnnualRepoa,1992,pp.28-3D.

24〕USGAO,op.ご ゴ'.、p.52.
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め に この措 置 が 輸 出 者 の 輸 出 支持 要 求 に対 して制 限 に な る場.合も考 え られ る。

寸

3.輸 出促進措置の強化 と米国輸銀

そ こで 米 国政 府 は1992年 輸 出 強 化 法(ExportEnhancementActof1992)に

ケ
よ って 連 邦 輸 出 支 持 プ ロ グ ラ ム全体 を効 果 的 な輸 出支 持 が 行 え る よ う に再 編 し,.

そ の 再 編 され た プ ロ グ ラ ムの 中 で 米 国輸 銀 が 中心 的 な役 割 を果 た す よ うに した。.

同 法 は 貿 易 促 進 調 整 委 員 会(TradePr⑪motionCof)rdinatingCommittee,

TPCC)を 設 置 す る こ と,こ れ を通 じて 政府 内 の輸 出促 進措 置 の 重複 ・空 隙 を

除 去 し,統 制 の とれ た措 置 が 取 られ る よ うにす る こ と を定 め て い る。.米国 輸銀

は米 国 政 府 によ る輸 出 支持 目 的 の 融資 ・保 証 ・保 険 の52%(1991年 度,GAO

推 計)を 提 供 して お り,同 法 は こ の点 で米 国輸 銀 がTPCC内 で 中 心 的役 割 を

果 た す こ と を求 め,輸 銀 が 年次 報 告 でTPCC内 で の活 動 につ い て述 べ る よ う

定 め た2%

.ま虎 同 法 は他 国 政 府 が タイ ド ・エ イ ドを供 与 した 場 合,.米 国 輸 銀 が 主 た る産

業 部 門 ・主 た る市 場 に 関す る民 間部 門 の意 見 を 徴 集 す る こ と を義 務 づ け て い

る劉。

以.ヒの よ うに米 国 輸 銀 は1990年 代 の.・連 の改 革 に よ っ て融 資 政 策 を 制 約 す る

財 政 破 綻 を処 理 し,輸 出 支持 を 効 果 的 に行 うた め の諸 制 度 を整 備 しつ つ あ る。

しか しこれ らの 諸 改 革 は い ま だ緒 につ い た とこ ろで あ り,.そ の 効 果 を確 定 す る

ため に は尚 早 とい え よ う。

VIお わ り に

米国輸銀は1980年 代を通じて融資による輸出支持が限界づけられていた。こ.

れに対 しアメリカは自国の輸出支持措置を拡大するのではなく,他 の先進飼の

譲許的な公的資金支出を抑制して他国の輸出競争力を削 ぐことで米国企業の競.

25)1ゐ'ぱ,PP.58-59.

26)1ろ ご4,P.52、
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争 力 を確 保 しよ うと した 。 ア メ リ カは これ を輸 出信 用 の 国際 的規 制 で あ るOR

CD輸 出信 用 ア レン ジ メ ン トの 強 化 を通 じて達 成 しょ う と し,同 政 策 を1980年

代 の プ ラ ン ト輸 出 促 進 の 中心 政 策 と して い た ので あ る。.これ は政 府 開発 援 助 を

含 めた 途 上 国 向 け公 的 資 金 支 出全 体 を輸 出信 用 規 制 下 に置 くζ と を内容 とす る。

「これ を次 稿 で 述 べ る こ と とす る
。 い麺

.
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